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;諸芸の純粋化
中ザワ　二〇世紀最後の十年間は感覚至上主義だった｡松井　それは八〇年代の相対主義から横棒されたものといえる｡足立　その相対主義にもルーツがある｡論理内部の破綻で

あった｡中ザワ　ゲーデルの不完全性定理､一九三一年｡松井　それにもルーツがある｡ヒルベルトは論理を現実と切り離し純粋数学を唱えた｡

足立　あれから百年｡すべてが無意味と化した神無き世紀だった｡中ザワ　同語反復に起因する無意味は同語反復に帰結する｡松井　純粋絵画'純粋詩'純粋音楽｡形式主義芸術は必然だった｡

足立　同語反復は諸芸の純粋化を要請したということだ｡中ザワ　同時代に同一原理が諸芸に君臨したということだ｡松井　諸芸それぞれの芸術家達はそれぞれの形式を遵守しつつ単一原理を唱和した｡足立　音楽家シェーンベル

席. �ｩ_ｲ�

読 緬d��

20.00 ��

諸芸の徹底した形式化を提唱した
『方法主義重言』から9ケ月｡

本稿は､その反復としての鼎談である｡

ク'美術家カンディンスキー'詩人シュヴィッヌースの系譜｡中ザワ一方で音楽家ストラヴィンスキー'美術家ピカソ､詩人ブルトンという系譜もあった｡松井　共に一九世紀までの芸術概念凌打ち壊したが'両者は明確に区別される｡足立　前者は無調から形式主義へ､後者は多調から多様式主義へと移行した｡中ザワ　相対主義から感覚至上主義への現在の流れは後者に位置づけられる｡松井　しかし論理内部の破綻

から債鐸されるものは'多様式主義だけではない｡足立　形式主義を忘れてはならない｡

＼

中ザワ　ただ形式主義という言葉を狭義に捉えると別の意味合いが派生してしまう｡松井　我々が形式主義という言葉を用いないのは'音楽における形式主義と､絵画における形式主義と'詩における形式主義を共通の三和で語りたいからだ｡足立　それが-- 0中ザワ･松井･足立　方法主義｡
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中ザワヒデキ(美術家)
松井　茂(詩人)

足立智美(音楽家)

中ザワ　同語反復に起因する無意味を口実に自由と放窓を濫用したのが多様式主義である｡松井　だがこれは口実にはなり得ない｡同語反復の史的事実が忘却されるから｡足立　同語反復だけでなく全ての歴史は失われる｡中ザワ　歴史主義とモぎ天ムは共に批判されをことがある｡だがそれは言葉を失うに等しい｡松井　言葉を失うか､言葉を採るか.モぎ烹トとの自覚のもと我々は言葉を採る｡足立　多様式主義と感覚至上主義を糾弾Lt方法主義を採用する｡中ザワ　形式主義'方法主義は同語反復の事実を忘却しなヽ　0
-..∨

松井　同語反復を詠み続け､同語反復を描き続け'同語反復を奏で続ける｡足立　そのために自らに戒律として課すべきものが方法だ｡

中ザワ　方法絵画は､偶然と即興を禁じて方法自体に重ね合わされた色彩平面である｡松井　方法詩は､私憤と没入を禁じて方法白体と化した文字列である｡足立　方法音楽は'表情と速度を禁じて方法自体が具現した振動時間である｡中ザワ　これら三者の芸術に君臨する方法はlつのものである｡松井　色彩､文字､振動は形式に固有の属性として強調されなくてよい｡足立　方法が強調されるならば､色彩､文字､振動の概念を拡張してよい｡中ザワ　快楽に直結する実際の色彩は'周到に他の物質に置換されることもある｡松井　拝情を叙事する実際の文字は'周到に他の記号に代替されることもある｡足立　愛欲を加減する実際の振動は､周到に他の事象で代用されることもある｡
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浅LLメq一兆Tuうコ毒と　髭仰昭一いれ漬ける形式主義と､詩における形式主義を共通の一語で語りたいからだ｡定立　それが-- 0中ザワ･松井･足立　方法主義｡
甘い中ザワ　方法絵画は'偶然と即興を禁じて方法自体に重ね合わされた色彩平面である｡松井　方法詩は､私情と没入を禁じて方法自体と化した文字列である｡足立　方法音楽は'表情と速度を禁じて方法自体が異現した振動時間である｡中ザワ　これら三者の芸術に君臨する方法はTつのものである｡松井　色彩'文字､振動は形式に固有の属性として強調されなくてよい｡足立　方法が強調されるならば'色彩'文字､振動の概念を拡張してよい｡中ザワ　快楽に直結する実際の色彩は､周到に他の物質に置換されることもある｡松井　拝情を叙事する実際の文字は'周到に他の記号に代替されることもある｡足立　愛欲を加減する実際の振動は､周到に他の事象で代用されることもある｡
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J演劇の廃嘘を見て歩-価

内野儀
演劇批評

J回帰という言葉が人口

に月含灸して久しい｡ Jボッ

プからJ二丈学まで､ 90年代

日本の:丈イヒ実践を｢J｣と

いう言葉で総括しようとす
る言説が､このところ､そ

れなりの力を持って流通し

ている事実を､ここであえ
て指摘する必要もなかろ
う｡しかし､演劇の分野で

は､ ｢J｣という言葉を聞

いたことはほとんどない｡
｢J演劇｣とは誰も言って

いないのだ｡

それにはいくつかの理由

が考えられる｡まずだいい
ちに､いまやほとんど蔑称
となった｢80年代演劇｣と

比べると､ 90年代演劇は中

心を欠いていて､ ｢J｣と

いう言葉で総括できるよう

な潮流を才由出することがで

きないこと｡さらに､ 90年

代における演劇批評の無力

イヒにともない､ジャンル横

断的な批評言語を演劇が喪

失してしまったこと｡とり

あえずは､この二つを｢J｣

という言葉が演劇の周辺で

聞かれない理由としてあげ
ておくことができる｡

90年代演劇の自己形成の

プロセスにとって決定的な

役割を果たしたのは､'それ

以前には存在すらしていな
かった演劇への公的助成が

日倫理としての論理
中ザワ　絵画における現行の何でもあり的状況は二九八〇年前後の具象絵画の復権に端を発している｡前衛の終鳶が以来叫ばれている｡松井　詩における今日の何でもあり的状況は'一行詩の流行と無関係ではない｡表記法が以来軽視されている｡足立　音楽における現在の何でもあり的状況は､新ロマン主義における旋律への回帰が端緒となっている｡構造的思考が以来忌避されている｡中ザワ一九九〇年前後､絵画では幾何学抽象への偏向が見られた｡だがそれは還元主義の結果ではなくへ既視感としてだ｡松井　湾岸戦争頃を境に､詩の朗読が盛んに行われるようになった｡だがそれは詩の本
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ネッイアのど真ん中で生ま
れたような美しい曲だとも
語る｡
ガ-シュウィンには｢I
Got Plenty O'Nuttin'｣から

｢spanish Prelude｣まで全1

7曲収められており､ 『ラプ
ソディ･イン･ブルー』は
クルト･マズア指揮/NY
フィル｡その他､曲によっ
てはス二タンリー･ドラッカ
ー(cl)､アルバート･レ

ニ(as)､ウィリアム･フLh

ロツサム(b)､ジョセフ
･ペレイラ(per°)らも参

加している｡ぼくは4枚の
CD､とても斬新なアプロ
ーチで面白く聴いたが､最

終結論は1 0月2 1日､す
みだトリフォニーホ｢ルで
彼のライヴを聴いてからに
したい｡
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ラヴインスキー､ J ･ S ･
バッハ､そしてガ-シュウ

インを紹介しておこうo
ライナーノートにある
｢なぜ『春の祭典』を満っ
たのか｣についてのイン′タ
ヴューの一部を引いておく
と-｡この曲を弾いた動
機は19歳の時､デュッセル
ドルフの大学崇でひどく落
ち込み､ピアノを弾く気な
どまったく失せていたある
晩､ラジオで『春の祭典』
を聴き､この曲が自分を
｢生｣へと連れ戻し､音楽
への｢愛｣も取り戻させ､
自信も回復させてくれたか
ら｡それから10年後､ 4手
のためのこの曲を一人で憤
ることを考え､まず､作品
全体とメロディ･ラインの
75%をカヴァ-した初期ヴ

質とは関係なく'スペクタクルの追求だ｡足立　ヴァiiチャル世界の拡大と共にごアクノ･ミュージックが一便を風磨tた｡.だがそれは決して新しい音楽ではなく'プログレのリヴァイヴァルだ｡中ザワ　ポストモダンの全き実現としての冷戦終結は､絵画における規範の喪失を決定づけた｡今や商業的成功のみが説得力を持つかに見える｡松井　政治的多極化の完成としての冷戦終結は､詩におけるイデオロギーをパロディ化した｡今や平易がモラルとさえ語られる｡足立グローバリゼーションを惹起した冷戦終結は､音楽における価値相対化をいっそう加速した｡今や癒しや快楽が価値尺度として多用される｡中ザワ　しかし､絵画を商業的成功のみで測るかと言えば'否｡草花主義の伝統を顧み､商業静帆功以外の規範の復活を主張する｡松井しかし､詩を平易さのみで評するかと亭兄は､否｡形式に固有の伝統を顧み､平易さ以外の倫理の復活を主張する｡足立　しかし'音楽が癒しや快楽のみを国的丑するかと言えば'否｡前衛の伝統を顧みへ癒しや快楽以外の価値の復活を主張する｡中ザワ商業的成功以外の規範として'再び'論理を採用する｡

として'同語反復そのものとしての'論理に殉ずる｡中ザワ･松井･足立　われわ

㈲方法の一般化
中ザワ　音楽を制作する方法を絵画に適用することができる｡松井　絵画を制作する方法を詩に適用することができる｡足立議を制作する方法空目楽に適用することができる｡中ザワ　芸術Aの方法は'芸術Bの方法に等しい｡松井　もちろん芸術Aは､芸術Aに固有の歴史を持つ｡星山　歴史の代入はできない｡ゆえに制作者は歴史から白由ではない｡中ザワ　すると方法の適用可
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松井　平易さ以外の倫理として､たとえそれが同語反復だとしても､論理に従う｡足立　癒しや快楽以外の価値

能性は､制作の口実を増すものではなくなる｡松井　肯(うべ)｡制作者の歴史への忠誠は'方法の適用可能性をむしろ苦役と化す｡足立.肯｡博｡芸術Aの方法主義者は､芸術Bの方法を'芸術Aの歴史に受肉しなければならない｡中ザワ　それは決してパロディではなく｡松井　それは歴史のタブラ･ラサではなく｡

足立　逆に'方法の適用可能性に目をつぶることもせず｡中ザワ　その陸路は'きっと困難に違いない｡松井　芸術Aであり続けるための､力と責任を自覚しなくてはならない｡足立　困難の強調が'神秘主義に陥ってはいけない｡中ザワ　にもかかわらずそれをしなければならないのは､言葉があるからだ｡松井　諸芸を統べる方法は'言葉の急ぎである｡足立　ただ加速の理由はつまびらかではない｡一方で'謙虚が必要だ｡中ザワ　少なくとも方法芸術は､制作者の才能に依存するものではない｡松井　また方墓石術は､社会的正義や特権的感情に裏打ちされるものではない｡足立　方法主義はブランドではない｡すなわち一般化を拒まない｡中ザワ･松井･足立　方法主義の賛同者は､各自の責任において'その旨を自由に表明してよい｡もちろん部分的賛同者､非賛同者も同様である｡(本鼎談は二〇〇〇年八月､JR車内で行われた｡写真は右から中ザワ'松井'足立の順｡なお『方法主義宣雷は'http://www.aloalo･coJpJnakazawantouhouJに掲載されている｡三人が刊行する電子メール配信誌『方法』は'同サイトから購読申込できる｡)

大正地獄篇

竹中労作･かわぐち4革命家､美女･妖女'三大陸浪人､快人･怪人が雌大正アナキズムの柑
竹中労は教条的な階級闘各国として組みしない｡閤うりや群れとしてではなく血人の人間としてあるがま幸イデオロギーへの忠誠度のとの悲しさと醜さを拒否すその歴史観は人間として度の歓喜を呼び覚ます｡宮崎

A5判･並製･各

各一

九月一日　上･下巻小説は披璃の輝
高橋英夫{小説を中心とした三六〇冊に及ぶ書評

宮沢賢治の美学
押野武志■かつて論じられなかった新しい切り口

梶井基次郎論
溝川勝彦『作品の内奥を見極めようとする論者｡ベストセラーのめ真鍋正宏■明治大正の流行小説はなぜ流行し'な

たのか｡語り寓意イデオ一西田谷津I政治小説研究/物語論の認知的転回に
手塚治虫(変容)と人大野黒■初の本格的作品論｡井上謙･神谷忠孝編

向田邦子鑑賞
向田邦子への誘い/向田邦子作晶子語桑ワールド/向田邦子年譜/立田邦子全集｣について/ラジオ･舞台一覧/主要参考文献目録源氏物語の生拭

松井健児■歴史的文化的背景から､物語表現の肋
を読み解く｡大物主神伝承辿

阿部真司J古代大和最大の神･大物主神の原像ふ
司日本書紀』　での役割までを苧環伝ユ

書芸伝承'御諸山､三輪署'蛇神査らかにする｡


